
津山市農業委員会委員の推薦及び応募の状況（最終）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

泉　善夫 77 男 農業

河田　美晴 71 男 農業

寺元　久郎 73 男 農業

江川　良治 77 男
農業
兼自
営業

髙山　文秀 70 男 農業

森本　純次 75 男 農業

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

被推薦者は、7期21年委員経験を有し、その
間地域の農地、農業の維持に尽力されてき
た。今後、より厳しい状況が見込まれる津山
市、とりわけ加茂地域の農地維持、農業の発
展にその情熱、知識、経験は欠くことのできな
い人材である。

有

推薦理由

無

農地最適化推進委員を3年経験し、農業委員
の活動内容も習得されており、地域農業の抱
える諸問題に対しても積極的に取り組んでい
ることから適任者と考える。

無

有

勝北町土地
改良区理事
長理事
齊藤　與人

この土地改良
区は農業生産
の基盤の整備
及び開発を図
り、もって農業
の生産性の向
上、農業総生
産の増大、農
業生産の選択
的拡大及び農
業構造の改善
に資すること
を目的とす
る。

認定農業者でもあり、農業施策にも精通し、ま
た地元農業事情にも詳しく、農業委員としての
豊かな経験や実績もあり適任者であり推薦し
ます。

1,239 無

2 高山　武仁 男 70

農業

農業

平成26年　専業農家と
して現在に至る
平成30年　津山市民生
児童委員として現在に
至る
令和2年7月より農地利
用最適化推進委員とし
て現在に至る

（耕作面積）
133.6a

（作目）
水稲81.7a、畑作51.9a
（アスパラ、白ネギ
他）

（農業従事日数）
約300日

（農業所得額）
約200万円

無

1 山下　 男 男 71 農業

（現）農業委員
農事組合法人さいのた
に代表理事

（耕作面積）
100,000㎡

（作目）
水稲、麦、露地野菜
等

（農業従事日数）
300日

（農業所得額）
120万円

3 尾島　宏明 男 63

津山市農業委員3期
岡山県農業士（現在）
津山市農業士（現在）
勝北町土地改良区理
事（現職）

（耕作面積）
2,066a

（作目）
水稲、黒大豆、小豆、
和牛繁殖（3頭）

（農業従事日数）
365日

（農業所得額）
約400万円



津山市農業委員会委員の推薦及び応募の状況（最終）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

推薦理由

廣野　恒夫 73 男 農業

沼本　一臣 70 男 無職

光井　務 71 男 無職

福見　弘 68 男 農業

児玉　恒 73 男 農業

森岡　礼治 71 男 農業

農業委員としての経験を活かして、地域の農
地利用の最適化に取り組んでおられる。また、
女性の活躍を推進する上でも、適任者である
と考えることから推薦いたしました。

法人の代表者として農業に従事し、農業に関
する識見があり、また皆から信望があり、ス
ポーツマンでもあり、農業委員の業務を適切に
行うことができる人であるから。

生まれ育っ
た神代の
農業を守
り、荒れた
農地を産ま
ない美しい
農地を後世
に引き継い
で行くこと
を設立の目
的とした。

無

有 無

農事組合法
人アクト神
代村理事
甲元　英治

有

農業

昭和47年　岡山県立弓
削高等学校農業土木
科卒業
平成23年　農事組合法
人アクト神代村設立、
理事となる
農業委員4期の任期中
である 14

5 井家上　淑子 女 75

4 植本　幸男 男 69

【農事組合法人として】
（耕作面積）
34.5ha

（作目）
水稲、小麦、大豆

（農業従事日数）
300日

（農業所得額）
300万円

農業

（元）県・市農業士
農業委員3期在任中

（耕作面積）
120a

（作目）
水稲、和牛繁殖

（農業従事日数）
300日

（農業所得額）
500万円

6 児玉　伸正 男 66 農業

平成29年7月から現在
まで　農地利用最適化
推進委員を2期6年

（耕作面積、作目）
53.6a（水稲）、4.7a（野
菜）

（農業従事日数）
200日

（農業所得額）
21万円

無

農地利用最適化推進委員を2期務め、農地の
事に精通し、知識があるため、農業委員として
の活躍を期待する。

無



津山市農業委員会委員の推薦及び応募の状況（最終）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

推薦理由

竹内　徹 75 男 農業

前原　知明 71 男 農業

森山　真一 65 男 農業

髙畑　益巳 68 男 農業

井原　申博 71 男 農業

鳥取　文二 72 男 農業

69 農業

平成23年～平成28年
津山農協総代
平成23年～　中山間地
域等直接支払交付金
制度役員（令和3年～
代表、書記、庶務担当）
平成27年～　多面的機
能支払交付金の役員
（令和4年～代表、庶務
担当）
平成26年～　農業委員

（耕作面積）
60a

（作目）
野菜、梅

（農業従事日数）
240日

（農業所得額）
10万円

無

農業及び
周辺事業
について協
業を図り、
組合員の
共同の利
益を増進す
ることを目
的とする。

12

無

温厚な性格であり、地域住民の信頼も高く、依
頼事項や相談事項にも親切に説明してもらえ
る。不明な時は自らも勉強し、スキルUPに努
められ、自らも農業に熱心に取り組んでおり、
適任者として推薦致します。

9 高畑　亨 男 70 農業

有

農事組合法
人かんば川
代表理事
寺元　久郎

昭和46年4月～平成25
年1月　会社員
平成29年7月～令和4
年6月　農地利用最適
化推進委員
令和4年7月～現在　農
業委員

（耕作面積、作目）
100a（水稲）、20a（野
菜）

（農業従事日数）
250日

（農業所得額）
なし

無

昭和50年4月1日　住友
ゴム工業(株)入社
平成29年2月28日　住
友ゴム工業(株)定年退
職
平成29年3月から　専
業農家

（耕作面積）
13ha

（作目）
水稲、小麦、白大豆、
ジャンボピーマン

（農業従事日数）
300日

（農業所得額）
200万円

7

無

被推薦者は、地域内において専従農業者とし
て稼働しており、地域の農地・農業の維持発
展に必要な人材である。

長森　健樹 男 無

農業委員をはじめ、農協総代を2期6年、町内
会役員、中山間地域等直接支払交付金制度、
多面的機能支払交付金制度の役員を務めて
おり、地域の農業事情に精通している。

8 藤木　祥史 男 66 農業



津山市農業委員会委員の推薦及び応募の状況（最終）

【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

推薦理由

須藤　眞 70 男
農業
兼自
営業

芦田　正行 69 男

中村町
内会長

無職

神田　要 67 男

坂上町
内会長

農業

69

杉宮
町内
会長

農業

昭和55年4月～令和2
年3月　勝北町（津山
市）社会福祉協議会勤
務
平成13年4月～平成28
年3月　杉宮営農集団
組合長
平成5年4月～現在　杉
宮集落営農組合役員
令和2年7月20日～令
和5年7月19日　農地利
用最適化推進委員

（耕作面積）
水田120a、畑10a

（作目）
主に水稲

（農業従事日数）
250日程度

無

無

大学卒業後は教員として勤務しながら農業も
手をかけていた。定年を迎え、農業にさらに興
味を持ち、積極的に農地を拡大し耕作してお
り、広戸地区住民の信頼も厚く、責任感と実行
力のある方です。

11 土井　京三 男 無

長年社会福祉協議会に勤務するかたわら、地
元の営農集団組合長等を歴任し、66歳で退職
後は専業農家として、また杉宮町内会長を令
和2年から勤めており、住民からの信頼も厚
く、責任感と実行力のある方です。令和2年か
らは推進委員を勤め、耕作放棄地の発生防止
に尽力されている。

12 齊藤　主税 男 67 農業

昭和53年3月31日　日
本体育大学卒業
奥津町立泉小学校勤
務
奈義町立奈義小学校
勤務
勝央町立勝間田小学
校勤務
平成28年3月31日　美
作市立美作北小学校
退職
令和4年7月～現在　津
山市農業委員

（耕作面積、作目）
水稲11,740㎡、黒豆
5,150㎡

（農業従事日数）
約200日

（農業所得額）
80万円

無

勝北地域広
戸地区に存
在する8町内
会で組織す
る任意の連
合組織で広
戸地区には
広戸東支部
（3町内会）
及び広戸西
支部（5町内
会）が存在し
ている。

10 吉野　夏己 男 62 弁護士

1997年4月
弁護士登録

無 無415

適任者として考えられる為

岡山弁護士
会　会長
近藤　剛

勝北地域町
内会広戸東
支部　支部長
正松本　實
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【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

推薦理由

1,810

13 仁木　紹祐 男 51 農業

岡山県農業大学校卒
岡山県農業士
津山市農業士
地域商社株式会社曲
辰（取締役）
全国農業青年クラブ連
絡協議会（元会長）
全国農協青年（元理
事）
JA岡山県青壮年部協
議会（元会長）
JAつやま青壮年部（元
部長）
岡山県新農業経営者ク
ラブ（元会長）
津山市農業後継者協
議会（元会長）

（耕作面積、作目）
水稲20ha

（農業従事日数）
250日

（農業売上額）
約5,000万円

有

津山市農業
士協議会
会長

岡本　俊則

無

成名地区において農業に長年従事し、地域農
業の先導役として活躍している。今後の地域
農業の発展に向けての活動に高い意欲をもっ
ていることから、農業委員として強く推薦しま
す。

14 甲田　勉 男 65

地方
公務
員
（一
部事
務組
合会
計年
度任
用）

昭和55年3月　島根大
学農学部農林経済学
科卒業
昭和55年4月　津山市
（産業部農政畜産課）
入庁（2種兼業）
平成30年3月　津山市
（津山圏域資源循環施
設組合派遣）退職（2種
兼業）
平成30年4月　津山圏
域資源循環施設組合
再任用（2種兼業）
令和3年4月　津山圏域
資源循環施設組合　会
計年度任用（2種兼業）

（耕作面積）
126.9a

（作目）
水稲

（農業従事日数）
90日

（農業所得額等）
0円（R3年度）

無

住民相互
の連絡、住
環境の整
備等、地域
的な共同
活動を行う
ことにより
良好な地
域社会の
維持及び
形成に資
するため。

津山市農業士
（地域農業の
中核者、新し
い農業経営の
リーダーとし
て地域農業の
発展に寄与す
る農業者を、
津山市が認定
するものによ
り、関係機関
と連携を図
り、個性あふ
れる地域づく
りを推進し、
地域農業の活
性化を図ると
ともに、若者
に魅力ある農
業の確立と担
い手の育成の
ための活動。

無

稲作一貫経営者として長年農業に従事してお
り、農作業受託作業も行いながら、米の契約
栽培に取り組み、品質改善にも尽力している。
また、JA青壮年部活動にも意欲的に参加し、
全国農業青年クラブ連絡協議会長の経験もあ
るなど、若手農業者の模範として、また、けん
引役として、その能力を発揮いただき、市内担
い手の育成に貢献いただくため、農業委員に
推薦する。

津山市連合
町内会成名
支部
支部長
中尾　順一
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【推薦の状況】

年齢 性別 職業等 目的
構成員
の数等

推薦者（推薦をする者）

農業経営の
状況

認定農
業者の
該当・非
該当

被推薦者（推薦を受けた者）

推薦者名等

個人 団体・法人
受
付
番
号

氏名 性別 年齢 職業 経歴

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦等
の有無

推薦理由

藤原　修己 85 男

学校法
人美作
学園理
事長

西山　正美 79 男

津山市
連合町
内会田
邑支部
支部長

藤田　幸治 66 男
専業
農家

竹内　英記 64 男
農業
兼会
社員

甲本　親司 61 男
農業
兼会
社員

山県　正敏 73 男 農業

無 無

JA職員時代からの知り合いであり、信頼でき
る人物である。地域からの色々な相談等も受
けている。

16 大山　正志 男 77 農業

元農協理事
現農業委員

（耕作面積、作物）
水田20a、果樹（ブド
ウ10a、柿10a、梅
20a）、野菜（アスパラ
10a、ブロッコリー
20a）

（農業従事日数）
200日

（農業所得額等）
300万円

無 無

農業事情に詳しく、町内会長として20年以上
歴任しており、信頼ができる。

15 林田　繁隆 男 66 農業

41年間JAの役・職員と
して勤務し営農・経済・
金融・共済の事業を通
じ津山市内の地域情勢
はある程度把握してい
るつもりです。現在は連
町田邑支部の副支部
長を務めながら、農地
法の遵守はもとよりの
事、地元で増えていく耕
作放棄地等を保全管理
する組織の設立に向け
行政機関等と連携・協
議をさせて頂いており
ます。

（耕作面積）
田85a、畑7a

（作目）
水稲、野菜

（農業従事日数）
90日程度


